
経済体験学習をしました

１０月６日(金)に、いわき体験型経済教育施設「Ｅｌｅｍ」で経済体験活動を行ってき

ました。お忙しい中、保護者８名の方のご協力をえながら、事前にご案内した活動を実際

に行い、多くのことを学んできました。

＜活動の様子＞
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「ファイナンス・パークを終えて(感想)」

○生活費を計算してやっていく難しさを実感した。これを毎月計算してやっている親は、

改めてすごいと思った。

○自分で決めたり、奥さんや子どものことを考えたりしてやるのがとても面白かったです。

特に、旅行プラン、住宅などの大きな決めごとを決めるのが楽しかったです。

○ファイナンス・パークを終えて、生活費の計画を立てたり、子供の教育費、被服費など

を考えて生活したりするのがとても大変だということが分かりました。疲れましたが、

将来生活するための勉強ができました。

○ファイナンス・パークで記入することがこんなに多いとは知りませんでした。月間純所

得が少ない中で、１万円残せたのでよかったと思います。やはり、子供のうちにこうい

う体験をした方がよいと思いました。(雅可)

○親がどれだけ仕事を頑張っても生活費を払えば、約１万円くらいしか残らないかと思う

と、自分のほしい物をおねだりすることをなくしたいなと思いました。しかも、犬も飼

っているので、自分のほしい物なんてほんとに買えないなと考え直せました。(さくら)

○年収がたくさんあっても、お金が足りなくなるので、お金の使い方を大切にしたいと思

いました。

○ワークブック(学校の授業で使用)で活動するより詳しく活動できてうれしかった。将来

「こうなるかもしれない」というアクシデントまで含めて、しっかり学べてよかった、

○生活上での計算をゲーム感覚でできてよかった。ワークブックで活動するより、詳しく

活動できてうれしかったです。将来、偏った生活、ギリギリの生活にならない。

○生活費の組み立てはあまりできなくて難しかったです。班のみんなで協力してできたの

でよかったです。そして、パソコンを使うところはすごく楽しかったです。

○決められたお金の中で、家族１人ひとりのことを考えて生活していくのは大変だし、や

りたくないです。将来できる気がしません。だから、親に感謝しようと思います。

１７日（火）に全学年対象として高校説明会を実施しました。磐城、磐城桜が丘、平工

業、平商業、いわき総合の各高校の先生に来ていただき、それぞれの学校の特色、カリキ

ュラム、魅力を説明していただきました。生徒の中には、「○○高校の施設ってすごいね」

とか、「○○高校に行って勉強したい」などと高校の魅力や特色などについて知るよいき

っかけとなりました。これから生徒に、さらに、進路についての学習を行ったり、学力向

上について話をしたりしながら、進路がより明確になるようにしていきたいと思います。

県立高校は、すべての学校において前期選抜で学力検査が行われます。地道な努力を重ね

て勉強していってほしいと思います。

１１月の予定
２(木) 給食あり

６(月) 夏井祭(２日より延期)、弁当

８(水)～１４(火) 三者相談(５校時まで授業、16:45完全下校)

１７(金)～２０(月) 期末テスト前のため部活動中止

２０(月)、２１(火) 期末テスト


